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社会の期待に応える

日本テレビ放送網株式会社
AnnuAl RepoRt 2010

半纏（はんてん）—「睦」
半纏（袢纏）は庶民や職人が仕事着・作業着
として、またお祭りでお神輿を担ぐ人などが着
用します。背中にある文字は大紋（だいもん）
と言われ、江戸文字の書体で染められています。

「睦」は「仲睦まじい」と言われるように「仲が
良い」「和」という意味があります。



37日本テレビ放送網株式会社
AnnuAl RepoRt 2010 37日本テレビ放送網株式会社
AnnuAl RepoRt 2010



38 日本テレビ放送網株式会社
AnnuAl RepoRt 2010

企業の社会的責任（CSR）

日テレ・サステナビリティ基本方針

　「日テレ・サステナビリティ」においては、《視聴率の追求の
みならず質の高さも兼ね備えた番組の制作に努めるとともに、
日本テレビタワーの最新鋭機能を効率的に活用して、デジタ
ル新時代を積極的に生き抜く》《若い世代に夢のある美しい
地球を残すため、番組を通じて環境保全をアピールするとと
もに環境負荷低減に努める》《経営環境の変化に対応する迅
速な意思決定と業務執行に努め、持続可能な企業価値向上
と社会への貢献度を高める》という、3つの基本方針を定め
ています。

環境活動

　日本テレビは、環境と社会への配慮を組み込んだ企業経営
「日テレ・サステナビリティ」に取り組み、地球と社会、そして
企業の持続可能な発展を目指しています。この日テレ・サス
テナビリティにおいて、経済的側面、社会的側面と並ぶ3本
柱のひとつとなっているのが「環境的側面」です。

　今世紀、全世界共通の課題は「地球環境の破壊防止」です。
日本テレビは、メディア企業のリーダーとしての社会的責任
を強く認識しており、「日テレ環境方針」の制定や「日テレ・エ
コ委員会」および「日テレ・エコ事務局」が中心となった環境
保全活動「日テレ・エコ」を積極的に展開してきました。これ
により、番組やイベントを通じて広く地球環境保全をアピー
ルするとともに、企業活動によって生じる環境負荷の低減を
図っています。私たちはこれらをさらに推進し、美しい地球を
守るための努力を続けていきます。

日本テレビ環境方針
■メディア企業としての情報発信
　日本テレビは、番組や各種イベントを通じて、環境保全の
重要性を広く国民にアピールします。 これを通じて、メディア
としての社会的責任を果たし、環境保全に寄与します。

■環境マネジメントシステムの構築と継続的改善
　日本テレビの企業活動に相応しい環境マネジメントシステ
ムを構築し、資源、エネルギーの有効利用を図ると共に、廃
棄物の減量化、リサイクルを推進します。 また、これを継続
的に改善し、汚染防止に努めます。 

■法令遵守と社会的責任の遂行
　日本テレビの企業活動に関連する環境法規制及びその他
の要求事項を遵守し、社会的責任を果たします。

■環境方針の達成 
・ 環境目的及び目標を設定し、環境方針の達成に努めます。
・  環境方針を全従業員に周知・徹底し、全社一丸となって

実行します。
・  この環境方針を広く公開すると共に、地域社会とのコミュ

ニケーションを図り環境の維持に努めます。 

英 FtSeインターナショナル社の社 会 的 責 任 投 資 指 標である 
「FtSe4Goodインデックスシリーズ」の構成銘柄に7年連続の選定

地球環境の破壊をいかに防ぐか、限られた地球資源をどううまく使っていくのか。次の世代に夢のある美しい地球を
残すために、メディアとして何ができるのか。日本テレビでは、2003年3月の「日テレ・エコ委員会」発足以来、これま
で番組やイベント、広報・宣伝・IR活動、営業を通じて、また社内で環境保全活動に取り組んできました。2005年 
8月からは環境マネジメントシステムをスタートさせ、同年11月26日、在京民放キー局の全社規模としては初めて汐留
日テレタワー（東京・港区）においてISO（国際標準化機構）の環境マネジメントシステム規格「ISO14001：2004」
の認証を取得しました。
私たちが生きる地球を守るために、そして私たちの社会がいつまでも発展し続けるために何をなすべきか、日本テレビは
皆様とともに考え、これからも番組やイベントを通じて、地球環境保全の大切さを伝えていきます。
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「日テレecoウィーク」“つなげよう、ecoハート。”

□ 番組を通じて発信される日本テレビならではの環境活動
  日テレecoウィーク「“つなげよう、ecoハート。”

MAKE THE FUTURE 2010 
～知る・守る・つくる～」

　日本テレビは、次の世代に夢のある地球を残すため、様々
な環境保全活動に取り組んできました。その一環として、
2005年から毎年、国連・世界環境デー(6月5日）に合わせて

「日テレecoウィーク」キャンペーンを実施しています。従来は
「エコについて考えてみよう、触れてみよう」という意味を込め
て「touch! eco（タッチエコ）」をテーマとしていましたが、
今回のテーマは、次のステップとして「地球の現状を、『知る』
こと。次世代に向けて、『守る』こと。そしてよりよい未来のため、

『つくる』こと。」とし、2010年5月30日～ 6月6日の1週間に
わたり、番組やイベントを通じて「日テレecoウィーク」を実
施しました。「ズームイン！！SupeR」をはじめとする生放送
情報番組、ゴールデン・プライムタイムのレギュラー番組、

「neWS ZeRo」などの報道番組、スポーツ中継など、日本
テレビのあらゆるジャンルの番組が、期間中に連動して独自
の環境企画を放送しました。特別番組では、「ビートたけしと
7人の賢者～未来への選択～人類は滅びるしかないのか」と
いう地球環境エンターテインメントミステリー番組や「MAKe 
tHe FutuRe 2010 地球を救う！？とんでもない人グラン
プリ」というエコ情報番組を放送しました。同時に、イベント
も開催し、ネット上でも環境に関するコンテンツを発信しまし
た。特に今回は、環境活動にさらに広がりを持たせるため、
日本テレビと同様にテレビ局として環境キャンペーンに長く取
り組んでいるnHKと連携し、より広く多くの視聴者の方々に
地球環境を考えていただくきっかけとなるようなキャンペーン
を共同展開しました。

　これからも番組やイベントを通じて、私たちの地球、そして
私たちの社会が、美しい姿のまま発展し続けるために何をな
すべきか、日本テレビは皆様とともに考え、地球環境保全の
大切さを伝えていきたいと考えています。

社会的活動

企業倫理
　日本テレビでは、2003年12月に代表取締役会長を委員
長とするコンプライアンス委員会を設置し、法令遵守、透明
性の高い企業活動の推進に努めてきました。2004年6月に
コンプライアンス推進室の設置および業務監査システムの強
化を実施し、さらに、同年７月１日には「コンプライアンス憲
章」*を制定・発効しました。コンプライアンス憲章には、日
本テレビグループのすべての役員･執行役員・社員が遵守す
べき、基本的な内部規範が定められています。日本テレビグ
ループは、自らこのコンプライアンス憲章を遵守することを宣
言するとともに、すべての役員･執行役員・社員がコンプライ
アンス憲章を読み、理解し、遵守します。

* 詳細な内容につきましては、当社ホームページに掲載の 
「コンプライアンス憲章」をご参照ください。 
http://www.ntv.co.jp/info/

人材育成
　日本テレビでは、多くの人に支持される放送局であり続け
るために、コンテンツの更なる充実が不可欠であると考えて
います。
　「コンテンツ制作力」は、“人”です。そこで、優秀な人材を
求め、その能力を最大限発揮できる環境整備に努めています。
社員の仕事の成果を正しく評価するための人材評価制度や、
社員の適正な育成を行うためのキャリアデザイン、ジョブリク
エスト制度を導入しています。
　2003年8月には給与体系の改定を行い、年齢や勤続年
数による体系から、社員の実績を重視する成果主義に一本
化しました。
　また、社員の自己啓発や潤いのある生活を実現するための
福利厚生カフェテリアプランなど、社員の活性化に貢献する
様々な施策を推進しています。そして、こうした取り組みが会
社の価値を高めることにつながると考えています。
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企業の社会的責任（CSR）

長崎国際テレビ
対馬市上県町
井口浜海水浴場
5月29日（土）

読売テレビ
舞鶴市三浜･小橋海水浴場周辺
5月23日（日）
彦根市琵琶湖湖岸
6月27日（日）

山形放送
酒田市飛島西海岸
5月29日（土）

テレビ新潟
岩船郡粟島浦村
6月20日（日）

北日本放送
県民公園
太閤山ランド
5月5日（水）

福井放送
敦賀市気比の松原
6月6日（日）

静岡第一テレビ
富士市県道24号線
国道469号線沿い

6月26日（土）

日本テレビ
江戸川区荒川河川敷

5月29日（土）

沖縄テレビ
海中道路
周辺海岸

7月31日（土）

中京テレビ
豊橋市表浜海岸
8月2日（月）

鹿児島読売テレビ
屋久島永田いなか浜 
6月6日（日）

熊本県民テレビ
天草市四郎ヶ浜海岸
7月8日（木）
天草町白鶴浜海水浴場
天草市牛深砂月海水浴場
7月19日（月）

テレビ大分
佐伯市元猿海岸
7月25日（日）

西日本放送
丸亀市古子川
7月29日（木）

南海放送
伊予市

五色姫海浜公園
7月18日（日）

福島中央テレビ
猪苗代湖・天神浜
5月15日（土）

宮城テレビ
亘理町吉田浜海岸

7月3日（土）

テレビ岩手
盛岡市中津川
6月5日（土）

青森放送
中泊町小泊傾り石海岸

7月8日（木）

山梨放送
富士山麓

8月7日（土）

山口放送
熊毛郡田布施町
麻里府海岸
7月18日（日）

日本海テレビ
鳥取砂丘沿岸部
6月6日（日）
山陰海岸ジオパーク
7月25日（日）　

秋田放送
秋田市浜田浜海水浴場
7月4日（日）

■ 2010年に実施した清掃プロジェクト

社会貢献

□  番組を通じて発信される
 日本テレビならではの社会貢献活動
 24時間テレビ「愛は地球を救う」
　1978年に産声を上げた「24時間テレビ」は今年で33回
を数えるチャリティー番組です。2010年は、「ありがとう～今、
あの人に伝えたい～」をテーマとして2010年8月28 ～ 29日
に放送しました。番組イベント会場をはじめイオングループ
各店舗などで視聴者の皆様から寄せられた募金は、「愛は地
球を救う」という理念に基づき、「24時間テレビ チャリティー
委員会」を通じて、第1回目の放送から継続している福祉車
両の贈呈をはじめ、身体障害者補助犬の普及活動や視聴
覚障害者支援、環境保全・災害援助など、「福祉」「環境」 

「災害援助」の3つの分野で役立てられています。2010年は、
福祉車両の贈呈、荒川河川敷や富士山での清掃活動支援、
身体障害者補助犬普及活動に利用されました。

　なお、2010年の24時間テレビでは、全国の視聴者から
お預かりした募金総額が9億7,402万8,568円となり、今年
33回までの累計募金総額は、291億7,352万4,055円とな
りました（2010年10月現在）。

   「日本をきれいにするプロジェクト」の実施
　美しい地球を次の世代に引き継ぐため、「24時間テレビ」では

「地球環境保護支援」を支援の柱のひとつとしています。これ
まで、富士山の不法投棄ごみの撤去では、3年間で3,117人
のボランティアが約68トンのごみを回収しました。さらに「びわ
湖プロジェクト」でも、これまでに3,700人以上のボランティア
が参加し、湖岸の清掃を行いました。そして、2007年からは、
日本の深刻な環境問題のひとつである漂着ごみにも着目し、 
日本全国の河川、海に流れ着くごみの撤去活動に着手しまし
た。昨年は、「日本をきれいにするプロジェクト」として、全国
23ヵ所で14,000人以上のボランティアが参加して、清掃活
動を実施しました。

24時間テレビ「愛は地球を救う」
番組イベント会場での募金活動

「日本をきれいにするプロジェクト」
東京・江戸川区荒川河川敷で実施
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□ 情報バリアフリー
　日本テレビは、2001年8月、ニュース番組としてはわが国
で初めて全編リアルタイム字幕放送をスタートさせました。
キャスター、アナウンサー、リポーターはもちろん、記者会見、
インタビューなどの音声を瞬時に字幕に変換して画面に映し
出すシステムで、現在は、昼の「ストレイトニュース」、夕方の

「news every.」で実施しています。聴覚障害のある方々
に高く評価されており、政府が提唱する「情報バリアフリー」
推進に貢献しています。
　このほかにも数多くの番組で字幕放送を行い、情報伝達の
機会均等を目指しています。

□ 公益財団法人 日本テレビ系列愛の小鳩事業団
　眼の不自由な方へは副音声でドラマの情景描写を説明、
聴覚に障害のある方には手話通訳や字幕放送で画面上に
文字表示、と最近のテレビ放送は情報格差解消への対応を
積極的に推進していますが、そのような状況がいまだ生まれ
ていなかった1974年に当事業団は設立されました。読売 
テレビ・札幌テレビ・中京テレビ・福岡放送の系列４社と
日本テレビが基金を拠出しています。以来36年、視聴覚障
害のためにテレビを十分に楽しんでいただけない方々のお役
に立ちたいという趣旨のもと、障害の早期発見治療や機能
回復のお手伝い、社会の人々の理解促進のための協力活動
を行ってきました。現在行っている主な事業は以下のとおり 
です。

● 手話スクール開講
  　手話の普及発展を願い、毎週土曜日、東京・千代田区

麹町で約100人の受講生が手話を学んでいます。

● ニュースの手話放送
  　毎週日曜日のnnnニュース・サンデーに手話通訳を

つけ全国にお届けしています。

● 点字カレンダー配布
  　世界でも珍しい12枚の写真付き点字カレンダーを毎年、

全国の視覚障害のある方々にお届けしています。2010年
の写真テーマは「日本の灯台」です。日本各地の灯台と 
海の風景で構成しました。また、海外でも同様のコンセプ
トで独自の点字カレンダーが創作されることを期待して、
初めて英文点字を取り入れた英語版も作成、米国議会 
図書館（ワシントン）をはじめ欧米の関連諸団体に参考 
資料として贈呈しました。


